HBREBERABECRIF ) VI BRIBYLHFETH I, BEOLLAFERER I
kmPARREEL S, ERBETOBRESNE T3 kmUROBEREOFE & LTI,
ALHBEOERIEA, ENEECHBREREOSHIC L 3H5ENH 3,

ATHBIZ L 2BERBEER 1930 FRA» 5 40FEADPUT T, RERE - ZHKRKELH
WTHEREIN, OLITHERERCZRI>PNSHICE->TWVW3, §H, BHEH
BEFHBEETR, HBRBERECOENOMIT, HBRKAET T I HBEEERLORE
AT, HEREFVAIRBERZE 1 HOHFSVT, 2 NREKREHMBOFEF 2/H
DETBEITNV-—TORFABBOBRERK2FE2@HOREGTERBL T3,

ENHEOEREIEL, DBETRABIIE(187T8F)IhEBMIN T, #F
M HBREEPBEBTI3 L 5L -TTORBBRITLE>TDOCLLETHH, REREHE
HEACE L HERIC L 22EABEDO-RELT, BHE

DENEERIPERIN,
35, HHBOEVWHEETCBETAKB2RAET 20T, ELtERESHXH
RN L2 —DFiTL - T, BRS04 (19754 ) » 5 3FCbich, HHES IO
BAOMOENBESEBINT,
MBEERAEL2BENE LICFMA T HBRRERO TR B 37 E~39 FiTHi) 5/
TRESARICE S, IHBEKEGBRACL 2BREEERERE > EHB L ZOFLD
HMTEBEZLELAIRAALTOATVS (F5ESBR ),
HMBREBEABTIHBRFAOEENFR CRLVY, HBRBHFEROBT CREFE L
FHBFRADOILDOEBMNERLVWIBRTEETH S, LA CEHBADL > KEWH
BEicsbbh BTz, UERNXIT IS X FERIZFALHENEINS,



M4—1

R SFOFEFRCBI 2 EHBE=REROEE BN, OHREHFHRTE
BMCEUNLREFAOMNE, ZOZEOBEREREE, —HARIERER
PREIVTVIHE,

REHMAELSN R, BEFEERRCIZIXRIDEHEETH S, RKIHE
RUBAKROCUBROVWTREIZPHETIBERBRLAE L >0, R
WH#BREHRAF O OLORBERRERICI O»ZVEHEI L, B
BTz Y ERCO 2F8ENHEC, EREZBI00mEMI VTV ZKE
DB HEEINTL 3, (KT EBick3 )



L} Bl T T L}
—o—— 9
—go— ° |
.—'-.———. 1
E 89—
3 o 2 -2.5
= [ Y =
1.0} ¥ a
o a
E 13
=
km
sec

M4—2 ATHEERDOHTS N EREE RRES0ED 5 LItEE» 3 To
EBREOES . BB ALNIBEINELEEZAbNA,

? 10k
b

1)
Ma—3 #2464—0GEN (B ), NFOBEIC 2428172 L EABER (B
f:km) &3,

v 130 E vil~13 v 09~1.1
a 07~09 A 0.5~07 A 0S5 LR

1) B= RploXREs, BEREREENE S V- TRE

- -



1)
Ma4a—4 T7—-5—-FBEHEEK (BEfimgal), ShicEBESELZRML TS, 74
—BEIEORY (EH ) EREELEL, ADOERST (A 3BV,
KR, EFE a2 -0 NIIIIINBOEEIC L %,

1) BREE IR EBE 7 -y -EAERKN, (1979).



25 1 1 1 1 1 1 1 |
0 10 20km

75

T

B - B #l#& o

50} l CE

25 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
0 10 20 km
M4—5 HBERAKOEANES L OEREBICSIZ2ENRAE,
HFMAA'B I FBB ieiyd> 7— 5 —BNERE (BEL#uBEpLic L 5 ) , Hi¥s
WETIZA, BAKEDL, BAKBETIZA . B fIBELTVW3, BEEEDE
BPOLEERHETRIENTE 3B,




	本文
	図4－1
	図4－2
	図4－3
	図4－4
	図4－5


　地殼構造調査にはボーリングが最も有効な方法であるが，現在のところ調査深度は数km以内にとどまる。首都圏直下の震源が位置する数km以深の構造調査の手段としては，人工地震波の伝ぱん，重力異常や地磁気異常の分布による方法がある。　人工地震による構造調査法は1930年代から40年へかけて，東京大学・京都大学において研究開発きれ，のちに地質調査所に受けつがれ今日に至っている。今日，首都圏地震予知関連では，地殼構造調査の目的の他に，地震に先行する地震波速度変化の検出もかねて，地質調査所が伊豆大島発破を年1回の割合いで，また東京大学地震研究所を中心とするグループが東京湾夢の島発破を年2回の割合いで実施している。　重力測定の歴史は古く，わが国では明治11年（1878年）より実施されてきたが，詳細な地殼構造を把握できるようになったのは戦後になってのことであり，東京大学地震研究所や国土地理院による全国測量の一環として，首都圏の重力異常図が完成された。きらに，首都圏の厚い堆積層下に潜在する断層を調査する目的で，国土地理院や防災科学技術センターの手によって，昭和50年（1975年）から3年にわたり，首都圏および周辺部の重力精査が実施された。　地殼構造調査を目的とした詳細な地磁気異常図の完成は昭和37年〜39年における航空磁気測量による。また地磁気連続観測による電気伝導度異常から首都圏とその周辺の地下構造をとらえる試みも行われている（第5章参照）。　地殼構造調査は地震予知の直接的手段ではないが，地震観測結果の解析や観測計画など地震予知のための基礎的資料という意味で重要である。とくに首都圏のように厚い堆積層におおわれた地域では，以上述べたような方法による詳細な調査が望まれる。一67一　、／000　諏．誰蝿隔饗鼻．一　　　趨撫、黙　　噂o、462ゆq〆冒oo曝賠、　　翻。一1979　　　　　》　ヤ　　ペ翻、’3皿3・、Q／　　O、　　　　＼、、7037、勤ね、743ア、〜1む　　　　　！／　　，鯛　　　　！ノ　　　　　　　0　　　−＄��　o−813　　　　　　！　　　＿ゆq　　　　　　／，麟　　　　　　！／　O　　o−849　　　　　！　　　　，＄、》　　。、7078　。1一易，　　＼鑛　’鰯　　　　　　　・％　　　　　　　、％　　　￥偽　　　％　　　　　　椀　　　　　隔鹿、ち蒐ち＼腕醜単位：メートル図4−1関東地方の平野部における先新第三系基盤の深度分布図。○印は平野部で基盤に達した試錐井の位置，そのそばの数値は基盤深度，一点鎖線は基盤深度を急変させている断層。　試錐井付近以外は，弾性波探査資料による大まかな推定である。従来は東京以西及び以南については深さを推定する資料がほとんどなかったが，最近府中地殼活動観測井やいくっかの弾性波探査資料によりかなり解明きれ，部分的にはより細部にわたる等深線分布や，基盤を数100m変位きせている断層の位置も推定されている。　　　　　　　　　　　　（衣笠善博による）一68一O髪εIl．oのEF204060　　△　kme●一つ一一亘一一一トー●一一●　　　　●2‘aoo3km5ec図4−2　　　　　　　　　　　　　　　　1）人工地震実験から推定された基盤構造。東京湾夢の島から北北東にかけての基盤面の深さ。基盤にみられる段差は断層と考えられる。△△△△△’F、『　”�`△　△OβO．8G△△凸O．81，0△▼▽▽▼　　▼▽　　　　　　　　　L4　　Y　　　　　　　　　　　　ごロヤヤヘ　湊7向楓ヤ・　　　吃￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　農）ン　　　　　　、　　　’　L2し〉　　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　x▼▼　　▼rv幌．．▼　　ンク》，▼汐▼　　　　）、、、L2▼▼　ノ　　1，21．00O．810kmムO，6図4−3　　　　　　　　1）タイムターム分布図（単位二秒）位：�q）となる。　▼1．3以上　　　▼L1〜L3　△　0．7〜0．9　　　　　　△　0．5〜0．7図中の数値に2．4を掛けると基盤深度（単　　▼　0．9〜1．1　　△0．5以下1）嶋　悦三：東京の基盤構造，首都圏基盤構造研究グループ報告一69一70の、403020　10　　　　　　　！　　，一　一　、　　、　　　　　　ノ　　ノ　　　　　　　　　ペ　　　　　　ノー　−　！’一、＼＼＼　　　ノ／／・∫／り／一＼＼、＼￥￥　　　’・／／ノノー、、￥＼、＼　　　／／／／　／　　　、＼　　／／／　／　1　　　　　　￥　　／／／／つ／一一−1一＼・1・剛　／　　〆’，−’　　　　　　＼／／　　−〆　　〆’『一＼　＼1［11／／∫〕二一へ一◇＼1　　　　1　　〆一一￥　　＼、“　　1，！　　　＼＼＼￥￥　￥＼、　’一・＼　〇　　一10　　　、＼￥5￥01・鳶10図4−4　　　　　　　　1）ブーゲー重力異常図（単位m　gal）。おもに基盤構造を反映している。ブーゲー異常が正の部分（実線）は基盤深度が浅く，負の部分（点線）は深い。　左端中央部，実線コンターの乱れは立川断層の落差による。1）建設省国土地理院1首都圏ブーゲー重力異常図，（1979）。一70一剛　755025　ヂA一《測線↓櫛引断層利根川八高線高隣線本庄寄居町ぼパ深谷市A　　深谷断櫛引断層荒川05km↓深谷断層01020km剛　755025B−B測線↓櫛引断層o↓深谷断層図4−50　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　20km埼玉県西部の深谷断層および櫛挽断層における重力調査。　測線AA’およびBB’に沿うブーゲー重力異常（国土地理院による）。櫛挽断層ではA，B側が落ち，深谷断層ではA’，B’側が落ちている。異常値の差違から落差を推定することができる。　　　　　　　　　　　　　一71一



